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議会だより

ず
っ
と
住
ん
で
い
た
い
ね
。



○
齋
藤
考
三
氏
（
４
期
目
）

任
期
　
令
和
５
年
６
月
10
日

　
　
～
令
和
８
年
６
月
９
日

○
阿
久
津
正
道
氏（
３
期
目
）

任
期
　
令
和
５
年
４
月
25
日

　
　
～
令
和
８
年
４
月
24
日

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
の
仕
事
と
は
？

　
公
平
・
中
立
な
立
場

か
ら
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
た
「
価

格
」
が
、
適
正
に
評
価

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
ま
す
。

○
糸
井
鉄
夫
氏
（
新
任
）

任
期
　
令
和
５
年
７
月
１
日

　
　
～
令
和
８
年
６
月
30
日

人
権
擁
護
委
員
の
仕
事

と
は
？

　
地
域
の
中
で
人
権
思

想
を
広
め
、
人
権
侵
害

が
起
き
な
い
よ
う
に
見

守
り
、
人
権
を
擁
護
し

て
い
く
活
動
を
行
い
ま

す
。

　國
井
隆
弘
氏
の
選
任
に

対
し
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
國
井
氏
は
、
3
月
ま
で
栃

木
県
経
営
管
理
部
長
の
要
職

に
あ
り
、
県
と
の
調
整
役
も

期
待
さ
れ
ま
す
。

副
町
長
の
仕
事
と
は
？

　
副
町
長
の
仕
事
は
、

町
長
の
補
佐
、
職
員
の

担
任
す
る
事
務
の
監
督
、

町
長
の
職
務
代
理
に
加

え
、
政
策
お
よ
び
企
画

に
つ
い
て
指
揮
監
督
を

行
い
ま
す
。

改
正
理
由

　
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
令
和
５
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
本
町
に
お
い
て
も
こ

れ
に
準
じ
、
所
要
の
一
部
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

改
正
内
容

〇
給
水
装
置
の
新
設
等
の
申

込
手
続
き
の
追
加

　
他
の
土
地
に
設
備
を
設
置

し
、
ま
た
は
他
人
が
所
有
す

る
設
備
を
使
用
し
な
け
れ
ば

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
継
続
的
給

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
き
は
、
継
続
的
給
付
を

受
け
る
た
め
必
要
な
範
囲
内

で
、
他
の
土
地
に
設
備
を
設

置
し
、
ま
た
は
他
人
が
所
有

す
る
設
備
を
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

施
行
日

　
　
　
令
和
５
年
４
月
１
日

一般会計の預金と借金は？

基金（預金） 地方債（借金）

基金名 令和５年度末　見込額 区　　　分 令和５年度末　現在高見込額

財政調整基金 ５億8338万8000円 総　　　務 48億3820万0000円

減債基金 ４億8195万4000円 民　　　生 170万9000円

都市計画施設整備基金 ７億6422万0000円 衛　　　生 526万4000円

地域福祉基金 2064万7000円 農林水産業 ４億0947万9000円

庁舎整備基金 16億6700万0000円 商　　　工 4000万0000円

小山文化スポーツ振興基金 420万9000円 土　　　木 ２億4246万0000円

学校施設整備基金 ８億2137万0000円 消　　　防 ５億0242万8000円

松谷正光ドリーム基金 847万5000円 教　　　育 12億9228万2000円

その他４基金
（地域づくり推進・企業立地促進・
森林環境譲与税・土地改良事業）

２億0784万2000円
災 害 復 旧 949万3000円

合　　　計 73億4131万5000円

国際交流推進基金 3919万9000円 ※総務債には臨時財政対策債45億6314万円が含まれています。
　臨時財政対策債は、国が後年度の地方交付税で全額措置する
ことになっていますが、地方債の返済は必要になることから、
減債基金などに一定程度の残高を確保しておく必要があります。

印紙等購買基金 200万0000円

合　　　計 46億0030万4000円

水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
改
正

副
町
長
の
選
任

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
に
同
意

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
同
意
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当
初
予
算
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
の
も

と
、
町
の
未
来
を
左
右
す
る
大
切
な
「
今
」

と
位
置
付
け
、
地
球
温
暖
化
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
、
脱
炭
素
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
組

を
町
民
の
皆
さ
ま
と
推
進
し
て
い
く
こ
と
、

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
災
害
時
の
防
災
拠

点
と
し
て
、
町
民
の
暮
ら
し
が
高
ま
る
庁

舎
整
備
を
進
め
る
こ
と
を
大
き
な
テ
ー
マ

と
し
て
、
新
た
な
礎
を
築
き
上
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
地
域
経
営
計
２
０
１
６
後
期

計
画
」
に
掲
げ
た
「
子
ど
も
・
教
育
・
生

涯
学
習
分
野
」、「
健
康
・
サ
ポ
ー
ト
分
野
」、

「
魅
力
・
活
力
分
野
」、「
環
境
・
社
会
基
盤

分
野
」、「
安
全
・
安
心
分
野
」、「
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
分
野
」
の
目
標
達
成
に
向
け
、
今

な
す
べ
き
こ
と
を
見
極
め
、
決
断
力
を
発

揮
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

可決
原
案
全
て
を

令和５年度一般会計当初予算令和５年度一般会計当初予算
社会経済活動の社会経済活動の
　　　本格的な正常化へ　　　本格的な正常化へ

第419回議会定例会のあらまし

令和５年度　町政運営基本方針＆予算編成

　定例会は、３月２日から15日までの14日間で開催しました。
　議案は、副町長の選任同意、固定資産評価審査委員会委員２名の選任同意、
条例制定３件、条例の一部改正12件、令和４年度補正予算、令和５年度当
初予算、陳情３件、議員発議のほか、最終日に追加提案１件を審議しました。
　一般質問は６名が行いました。（関連記事P13～P19）

Contents
□第419回定例会……………… 2
□令和５年度予算特集… …… 4
□常任委員会審査… ………… 8
□委員会の中間報告… ………10
□全員協議会… ………………12
□一般質問… …………………13
□若手農業者と議員との
　カフェ・ド・ギカイ… ……20
□突撃インタビュー
　　　　遠藤　碧さん… ……24

表紙写真
第35回高根沢町観光写真コンテスト
「たかねざわの風景」部門
推薦『蜂の巣みたい』
遠藤由加里さんの作品

令和５年度当初予算　各会計別　総括表

予算項目 令和５年度 令和４年度 伸び率

一般会計 102億1000万円 102億円 0.1％

国民健康保険特別会計 24億5037万円 25億4408万円 △3.7％

後期高齢者医療特別会計 ３億1593万円 ３億2380万円 △2.4％

介護保険特別会計 23億7608万円 23億1698万円 2.6％

宝積寺駅西第一土地区画
整理事業特別会計 2094万円 8179万円 △74.4％

〔公営企業会計〕

水道事業会計 ８億5914万円 ８億6211万円 △0.3％

下水道事業会計 13億4952万円 13億8171万円 △2.3％

合　　　計 175億8200万円 177億1050万円 △0.7％

※　公営企業会計の予算額は、収益的支出額+資本的支出額で記載しています。
※　表中の金額は1万円未満を切り捨てているため、合計額が一致しません。

SDGsとは、2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す
国際目標です。17のゴール・169のターゲットから構成され、
地球上の「誰一人取り残さない」ことを誓っています。
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健　　康都市整備

後期高齢者歯科健康診査
事業費	 ４１万円

　後期高齢者の口腔機能低下を
予防し、健康の保持を図るため、
前年度に75歳・80歳・85歳に到
達した方に対し、歯科および口
腔機能の検査を行います。

【主な事業費の内容】
○歯科健康診査委託　　31万円

仁井田駅前駐輪場設置
事業費	 １４３万円

　仁井田駅前の駐輪場に屋根が
ないため、雨天時の利用者の利
便性向上に向け、屋根付きの駐
輪場の設計を行います。

【事業費の内容】
○設計委託等　　　 　143万円

　お歳を召すことにより、お口の
中にも虫歯や歯周病だけでなく、
嚥下障害等の機能低下が生じま
す。
　検診を受けることにより適切な
指導、治療を受けて下さい。健や
かな毎日の一助となれば幸いで
す。

　現在の駐輪場は屋根がついてい
ないため、特に悪天候のときには、
子どもたちが大変な思いをしてい
る様子を目にしています。
　屋根が付くことによって、濡れ
ることなく雨ガッパを着たり脱い
だり出来、交通安全面においても
いいことだと思います。

歯科医師の歯科医師の

高高
たかたか

津津
つつ

戸戸
どど

　　昭昭
あきらあきら

 さん さん
仁井田駅前で食堂を営む仁井田駅前で食堂を営む

荒荒
あらあら

井井
いい

　　順順
よりより

偉偉
いい

 さん さん

農　　業

新規就農者育成総合対策
事業費	 ２４００万円

　新たに経営を開始する「認定新
規就農者」に資金を助成します。
　また、経営発展のための機械・
施設等の導入を支援します。

【助成内容】
○経営開始支援額：150万円/年
○就農後の経営発展支援額：
 最大750万円（経営開始支援交

付対象者は上限375万円）

　農業は、やりがいがあります。
何を作るか？　何が売れるのか？　
トレンドが変化する中、アンテナ
を高くし自分の工夫で未来が開か
れます。
　米作りだけでなく、穀類、豆類、
野菜、果物など、いろいろな生産
に取り組み、食糧自給率をあげて
いくことが大切だと感じています。

トマト生産者のトマト生産者の

小小
ここ

池池
いけいけ

　　英英
ひでひで

行行
ゆきゆき

 さん さん

所蔵：高根沢町観光協会
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５
年
度
予
算
の
目
玉
事
業
に

町
民
の
率
直
な
声
は
!

子 育 て

一時保育拡大事業費
	 ２３２万円

　公立保育園（のびのび・にじ
いろ保育園）で実施している一
時保育の開始年齢を、生後６か
月から生後２か月に早めること
により、子育て環境を充実させ
ます。

【主な事業費の内容】
○見守りセンサー等購入
　　　　　　　　　 　213万円

　長男が１歳のときに第２子を授
かり、妊婦健診などの際に一時保
育で長男を預かってもらいまし
た。迎えに行くと、担当の保育士
が、保育時の様子を詳しく教えて
くれるので、とても安心です。
　現在も安心して長女を預けるこ
とができ、とても助かっています。

令
和
５
年
度
新
規
事
業
の
中
で
も
、
特
に
８
つ
の
事
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

そ
の
事
業
内
容
と
そ
の
事
業
に
対
す
る
町
民
の
期
待
や
感
想
、
ご
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

安全・安心な暮らしの実現と
住み続けたいと思える
町づくりに向けて

一時保育を利用する一時保育を利用する

福福
ふくふく

島島
しましま

　　利利
りり

恵恵
ええ

 さん・ さん・陽陽
ほほ

乃乃
のの

香香
かか

 ちゃん ちゃん

スポーツ

元気あっぷハーフマラソン大会
事業費	 ４５０万円

　休止していた、日本陸連公認
レースのハーフマラソン大会と
長距離走大会を再開します。
　コロナ対策を講じ、安全安心
な運営により、スポーツの力で
魅力ある町を目指します。

【事業費の内容】
○大会交付金　　　 　450万円
（新型コロナ感染症の影響で、令和
２〜４年度は開催できなかったため
新規事業の扱い）

　コロナ禍の影響で中止になって
いたこの大会が、４年ぶりに開催
されるのは、とても嬉しいです。
　小・中・高校生たちが一生懸命
に走る姿も楽しみです。この大会
で自信を付け、郡市対抗駅伝や各
大会で、町を代表する選手として
走っている姿に感動を覚えます。

参加歴20回を超える参加歴20回を超える

北北
きたきた

島島
じまじま

　　貞貞
さださだ

二二
じじ

 さん さん
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町民の負託に応えた各議員の賛否!!
上程された議案＆概要

賛成：◯　反対：×　欠席：欠　退場：退
※神林秀治議員は議長のため採決に加わりません。

採　決　結　果
議
決
結
果

関
連
ペ
ー
ジ

菅
谷
　
英
夫

小
池
　
哲
也

野
口
　
昌
宏

澤
畑
　
宏
之

佐
藤
　
晴
彦

加
藤
　
　
章

齋
藤
　
武
男

横
須
賀
忠
利

小
林
　
栄
治

神
林
　
秀
治

森
　
　
弘
子

野
中
　
昭
一

阿
久
津
信
男

人事案件
副町長の選任同意 ○◯◯◯◯◯○◯◯－×◯◯ 同意 P3
令和５年度予算
一般会計 ◯◯◯◯◯◯◯×◯－×◯× 可決 P４，５，６
国民健康保険特別会計 ◯◯◯◯◯◯◯◯◯－×◯◯ 可決 －
後期高齢者医療特別会計 ◯◯◯◯◯◯◯◯◯－×◯◯ 可決 －
介護保険特別会計 ◯◯◯◯◯◯◯◯◯－×◯◯ 可決 －
下水道事業会計 ◯◯◯◯◯◯◯◯◯－×◯◯ 可決 －
陳情審査
日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周
辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の安全保障
を求める陳情を「閉会中の継続審査」とすること

◯◯◯◯◯◯◯◯◯－×◯◯ 継続審査 P8

動議（議会中に議員から提案される議事進行上の予定以外の発議）
発議第３号（ちょっ蔵広場の指定管理の調査）を
まちづくり常任委員会に審査を付託することを求
める動議

○◯◯◯◯◯◯×◯－◯退× 可決 －

※　賛否の分かれた議案のみを掲載しています。

全議案の
採決結果

議
案
に
対
す
る

議
員
の
主
張

賛
成
・
反
対
討
論

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

賛
成
討
論
　
小
林
栄
治
議
員

内
容
　
少
子
化
対
策
や
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の
取
組
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
、
新
規
就
農
対
策
の
助

成
、
健
康
増
進
を
図
る
施
策
、

新
庁
舎
の
建
て
替
え
の
準
備

な
ど
、
町
の
活
力
を
増
進
さ

せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
積

極
的
な
予
算
編
成
に
賛
成
。

反
対
討
論
　
森
弘
子
議
員

内
容
　
学
校
給
食
費
は
、
令

和
４
年
度
か
ら
保
護
者
の
経

済
的
負
担
軽
減
と
子
育
て
支

援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
減

免
を
実
施
し
て
き
た
。
し
か

し
、
令
和
５
年
度
は
食
材
等

の
高
騰
か
ら
値
上
げ
が
実
施

さ
れ
る
。

　
ま
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
シ
ス

テ
ム
運
営
費
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
を
普
及
さ
せ
る
補

助
金
で
令
和
５
年
の
秋
に
は
、

現
在
使
わ
れ
て
い
る
健
康
保

険
証
を
廃
止
し
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
へ
一
体
化
さ
せ

る
予
算
に
反
対
。

議会最終日は、各議案の委員長報告、討論、採決。
議案審査に集中する各議員

第419回定例会
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環　　境

ゼロカーボン関係計画策定
事業費	 １２４９万円

　2050年脱炭素社会の実現のた
め、町の現状把握・分析、将来設計、
脱炭素シナリオ等の施策・指標に
関する構想（ビジョン）を策定し
ます。

【主な事業費の内容】
○脱炭素ビジョン策定委託
　　　　　　　　　1227万円

　温暖化が問題とされている近
年、桜の開花も今年は１週間近く
早かったですね。これも、気候の
変化の影響があるのではないで
しょうか。私たちにできることは
小さなことかもしれませんが、そ
の小さなことが未来への第一歩に
つながるのだと思います。

保健委員の保健委員の

本本
ほんじょうほんじょう

庄庄　　賢賢
さとさと

子子
ここ

 さん さん

安全・安心

街路灯整備事業費
	 １６１９万円

　水銀街路灯の老朽化に伴い、街
路灯維持組合のＬＥＤ街路灯更
新・新設事業に対し、初期費用
の一部を補助します。

【助成内容】
○ＬＥＤ街路灯への建て替えま
たは新設事業
○費用の1/2を助成
○102,000円/１基

　ＬＥＤ化を待ち望んでいまし
た。明るい照明になれば、町全体
も明るくなり、雰囲気も良くなり
ます。商店街にも活気が増し、魅
力が生まれてきます。
　夜遅くまで灯りがともされてい
るので、防犯面での効果も期待で
き安全安心につながります。

商店街で写真館を営む商店街で写真館を営む

斎斎
さいさい

藤藤
とうとう

　　勝勝
かつかつ

美美
みみ

 さん さん

新 庁 舎

新庁舎整備事業費
	 ３９８１万円

　新庁舎を整備するため「新庁
舎整備基本構想」および「新庁
舎整備基本計画」を策定します。
　また、新庁舎の整備計画に必
要な測量調査等を実施します。

【主な事業費の内容】
○庁舎整備基本構想・基本計画
　策定支援委託等　　3915万円

　庁舎の老朽化で、緊急時の防災
センター機能に不安を感じていま
したが、いよいよ新庁舎建設へ具
体的な動きがスタートし、ほっと
しました。
　防災は無論ですが、利便性や先
を見据えた機能等を備え、デザイ
ン性よりローメンテナンスで環境
に優しい庁舎を期待します。

庁舎整備検討委員の庁舎整備検討委員の

栗栗
くりくり

橋橋
はしはし

　　幸幸
さちさち

子子
ここ

 さん さん
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４
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９
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〇
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

〇
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

○
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

○
墓
地
条
例
の
一
部
改
正

○
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に

よ
る
土
壌
の
汚
染
及
び

災
害
の
発
生
の
防
止
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
委
員
会
採
決
の
結
果

　
す
べ
て
の
議
案
が
、
全
員

一
致
、
ま
た
は
賛
成
多
数
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
士
の
処
遇
改
善
を

Q
民
間
保
育
園
等
補
助

で
、保
育
士
の
賃
金

値
上
げ
の
対
応
を
担
当
課
で

確
認
し
て
い
る
の
か
？

A  

　
各
保
育
園
か
ら
提
出
さ
れ

た
賃
金
台
帳
等
の
資
料
を
も

と
に
確
認
し
て
い
る
。

就
学
援
助
費
の
早
期
支
給
は

Q
中
学
入
学
の
際
に
は

多
額
の
費
用
が
か
か

る
。
早
め
の
就
学
援
助
費
の

支
給
は
？

A  

　
入
学
前
に
必
要
な
費
用
で

あ
る
た
め
、
転
出
し
な
い
前

提
で
、
３
月
に
支
給
で
き
る

よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

阿
久
津
小
　学
童
保
育
の

待
機
児
童
へ
の
対
応
は

Q
利
用
者
が
多
い
た
め

入
所
で
き
ず
待
機
す

る
場
合
の
対
応
は
？

A  

　
た
か
ら
学
童
保
育
所
が
３

月
に
開
所
す
る
こ
と
か
ら
、

そ
ち
ら
へ
の
入
所
を
促
し
て

い
る
。
車
で
の
送
迎
も
行
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
医

療
機
関
で
の
利
用
状
況
は

Q
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
保
険
証
の
一
体

化
が
進
ん
で
い
る
が
、
町
内

で
利
用
で
き
る
機
関
は
？

A  

　
町
内
で
は
２
月
時
点
で
、

病
院
が
５
か
所
、
歯
科
医
が

５
か
所
、
薬
局
が
７
カ
所
と

な
っ
て
い
る
。

○
民
生
費
国
庫
補
助
金

１
１
３
５
万
円

○
民
生
費
県
補
助
金

△
１
２
５
８
万
円

○
老
人
福
祉
費

△
１
２
３
１
万
円

〇
児
童
福
祉
総
務
費

△
１
４
６
５
万
円

〇
予
防
費

　
　
　
　
△
７
０
０
０
万
円

く
ら
し
づ
く
り
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

条
例
改
正

主
な
質
疑

主
な
質
疑

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

地
域
安
全
課
長

地
域
安
全
課
長

住
民
課
長

住
民
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

主
な
歳
入
補
正

主
な
歳
出
補
正

第419回定例会
くらしづくり
委員長報告全文

令
和
５
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

主
な
歳
入

主
な
歳
出
は
予
算
特
集

（
Ｐ
４
～
６
）
に
掲
載

　
議
会
に
上
程
さ
れ
た
32
議
案
の
う
ち
13
議
案
が
当

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
報
酬
は

Q
非
常
備
消
防
事
務
費

は
、
消
防
団
員
が
出

動
し
た
際
の
報
酬
が
予
算
措

置
さ
れ
、
報
酬
額
が
増
加
し

た
が
、
出
動
し
た
際
の
チ
ェ

ッ
ク
は
？

A  

　
出
動
の
確
認
は
、
人
数
、

団
員
名
、
時
間
に
つ
い
て
、

各
分
団
長
が
責
任
を
も
っ
て

報
告
し
て
い
る
。

○
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
等

負
担
金
（
国
）

３
億
５
６
９
９
万
円

○
児
童
手
当
負
担
金
（
国
）

２
億
８
７
６
３
万
円

〇
子
ど
も
の
た
め
の
教
育･

保
育
給
付
交
付
金
（
国
）

３
億
４
７
４
１
万
円

〇
就
学
前
教
育
・
保
育
施
設

整
備
交
付
金
（
国
）

１
億
５
１
７
７
万
円

討
論
・
採
決

委
員
会
中
間
報
告

予
算
特
集

全
員
協
議
会
一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

委
員
会
審
査

第
４
１
９
回
定
例
会
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○
個
人
情
報
保
護
法
施

行
条
例
の
制
定

○
情
報
公
開
条
例
の
制

定
○
情
報
公
開
及
び
個
人

情
報
保
護
審
査
会
条

例
の
制
定

○
公
文
書
管
理
条
例
の

一
部
改
正

○
使
用
料
及
び
手
数
料

条
例
の
一
部
改
正

○
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
改
正

委
員
会
審
査
結
果

　
す
べ
て
の
議
案
が
、
全
員

一
致
、
ま
た
は
賛
成
多
数
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
継
続
審
査
１
件
を
加
え
計

３
件
の
陳
情
を
審
査
し
ま
し

た
。

委
員
会
審
査
結
果

ん
で
お
り
、
大
学
生
の
協
力

を
得
て
若
者
の
視
点
か
ら
調

査
研
究
し
、
本
町
の
効
果
的

な
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
構

築
し
て
い
く
。

早
急
な
大
雨
対
策
を

Q
市
街
地
の
住
民
は

大
雨
の
た
び
に
浸

水
被
害
に
怯
え
て
お
り
、
早

期
の
対
応
が
必
要
だ
が
、
ど

の
程
度
の
期
間
で
雨
水
対
策

は
実
施
で
き
る
の
か
？

A  
　
現
地
調
査
等
に
よ
り
令
和

５
年
度
内
に
基
本
計
画
を
策

定
す
る
。
６
年
度
以
降
に
詳

細
設
計
を
実
施
す
る
な
ど
、

事
業
化
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

○
町
税

42
億
４
０
４
９
万
円

○
地
方
消
費
税
交
付
金

６
億
５
０
０
０
万
円

○
地
方
交
付
税

10
億
５
０
０
０
万
円

○
基
金
繰
入
金

　
　
　
８
億
２
１
１
２
万
円

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

予
算
は
少
額
だ
が

Q
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
向
上
予
算
が
少

額
だ
が
、
今
後
町
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
は
？

A  

　
宇
都
宮
大
学
と
協
定
を
結

Q
庁
舎
整
備
基
金
の

目
標
額
は
設
定
し

て
い
る
の
か
？

A  

　
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
庁
舎
整
備
基

金
の
目
標
額
は
設
定
し
て
い

な
い
が
、
現
在
の
16
億
円
で

は
不
足
す
る
と
思
わ
れ
る
た

め
、
年
度
末
な
ど
機
を
見
て

積
立
し
て
い
く
。

○
普
通
交
付
税９

７
０
１
万
円

○
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

△
１
億
０
６
５
６
万
円

○
庁
舎
整
備
基
金
へ
の
積
立

　
金
　
１
億
５
０
０
９
万
円

○
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池

緊
急
整
備
事
業
実
施
計
画

　
作
成
委
託
　
４
５
０
万
円

庁
舎
整
備
基
金
の

目
標
金
額
は

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
５
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

条
例
制
定
・
改
正

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
歳
出
は
予
算
特
集

（
Ｐ
４
～
６
）
に
掲
載

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

都
市
整
備
課
長

都
市
整
備
課
長

主
な
歳
入
補
正

主
な
歳
出
補
正

主
な
歳
入

陳
情
審
査

　
一
刻
も
早
い
解
決
の
た
め

に
、
国
・
県
が
進
め
る
様
々

な
取
り
組
み
に
賛
同
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
理
由
に
よ
り
、

賛
成
多
数
で
採
択
。

委
員
会
審
査
結
果

　
特
定
の
宗
教
に
対
し
て
、

議
会
が
判
断
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
と
の
理
由
に
よ
り
、

全
員
一
致
で
不
採
択
。

委
員
会
審
査
結
果

　
米
軍
基
地
に
関
す
る
状
況

を
調
査
し
て
か
ら
結
論
を
出

す
べ
き
と
の
理
由
に
よ
り
、

全
員
一
致
で
継
続
審
査
。

「
拉
致
被
害
者
問
題
解

決
に
関
す
る
陳
情
」

「
民
主
主
義
・
立
憲
主
義

の
基
盤
で
あ
る
思
想・良

心
の
自
由
、請
願
権
等
を

守
る
為
の
陳
情
」

「
日
本
全
体
で
解
決
す

べ
き
問
題
と
し
て
、普
天

間
基
地
周
辺
の
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
空
・

水・土
の
安
全
の
保
障
を

求
め
る
陳
情
」

第419回定例会
まちづくり
委員長報告全文

築60年の役場庁舎

タグラインで町のイメージアップ！

　
議
会
に
上
程
さ
れ
た
32
議
案
の
う
ち
14
議
案
、
２

陳
情
、
１
発
議
が
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
４
１
９
回
定
例
会

討
論
・
採
決
委
員
会
審
査
委
員
会
中
間
報
告

予
算
特
集

全
員
協
議
会
一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ
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⑥
議
会
運
営
・
活
動
の
評
価

⑦
議
員
に
よ
る
町
民
相
談
会

２
．
調
査
内
容

　
検
討
課
題
の
着
手
順
と
重

要
度
に
つ
い
て
協
議
し
、
最

初
に
「
議
会
・
議
員
活
動
の

ル
ー
ル
化
」
と
「
議
会
基
本

条
例
の
検
討
」
の
２
項
目
を

同
時
に
調
査
研
究
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

①
町
民
の
代
表
と
し
て
議
会

の
あ
る
べ
き
姿
や
議
会

基
本
条
例
の
基
本
理

念
・
位
置
付
け
な
ど
に

つ
い
て
協
議
し
、

議
員
と
し
て
の

資
質
や
政
策
形

成
能
力
の
向
上

や
町
民
へ
の
発

信
力
の
強
化
に

つ
な
が
る
も
の

を
作
成
し
て
い

き
ま
す
。

②
オ
ン
ラ
イ
ン

　
セ
ミ
ナ
ー
を

　
受
講
し
、
他

　
自
治
体
の
例

　
を
参
考
に
条

　
例
制
定
の
意

議会活性化特別委員会の中間報告

議会には果たすべき役割がある
議会・議員活動を明文化

１
．
調
査
の
目
的

　
当
委
員
会
の
目
的
は
、
議

長
か
ら
諮
問
を
受
け
た
次
の

検
討
課
題
に
つ
い
て
、
今
後

の
議
会
の
取
組
み
に
反
映
で

き
る
よ
う
、
調
査
研
究
を
行

い
、
議
長
に
提
言
す
る
も
の

で
す
。

【
議
長
か
ら
の
検
討
課
題
】

①
通
年
議
会
の
導
入

②
議
会
・
議
員
活
動
の
ル
ー

ル
化

③
議
決
事
項
の
追
加

④
議
会
ネ
ッ
ト
中
継

⑤
議
会
基
本
条
例
の
検
討

議会活性化特別委員会の
調査報告全文

義
や
定
義
、
必
要
性
な

ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

③
足
利
市
の
議
会
基
本
条
例

を
参
考
に
、
各
条
文
の

文
言
に
つ
い
て
項
目
ご

と
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

３
．
調
査
の
ま
と
め

　「
議
会・議
員
活
動
の
ル
ー

ル
化
」
に
つ
い
て
は
、
議
会

議
員
政
治
倫
理
条
例
の
改
正

が
行
わ
れ
、
議
員
が
遵
守
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内
容
に
、

新
た
に
５
項
目
が
追
加
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
一
定
の
成

果
と
し
ま
し
た
。

　「
議
会
基
本
条
例
の
検
討
」

に
つ
い
て
は
、
他
の
先
進
事

例
や
研
修
を
参
考
に
、
高
根

沢
町
ら
し
い
議
会
運
営
の
最

高
規
範
と
な
る
条
例
の
制
定

に
向
け
、
現
在
、
様
々
な
角

度
か
ら
検
討
を
続
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
も
な
く

素
案
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
そ
の
他
の
検
討
課
題
に
つ

い
て
は
、
今
後
着
手
順
に
従

い
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
度
、
高
根
沢
町
議
会

議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
職
責
の
重

さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
決
意
を

新
た
に
し
、
さ
ら
な
る
町
政

の
発
展
と
町
民
福
祉
の
向
上

に
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
さ
て
、
社
会
・
経
済
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
コ
ロ

ナ
禍
も
、
５
類
感
染
症
へ
の

移
行
に
よ
り
、
日
常
を
取
り

戻
す
重
要
な
転
換
点
を
迎
え

て
お
り
、
今
後
は
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
の
下
で
の
経
済
回
復

を
一
層
推
進
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
２
月
１
日
の
臨
時
議
会
で
議
長
を
選
出

　
ま
た
、
住
民
ニ
ー
ズ
や
地

域
課
題
が
多
様
化
・
複
雑
化

す
る
中
に
あ
っ
て
、
住
民
の

多
様
な
意
見
を
反
映
し
な
が

ら
合
意
形
成
を
行
う
場
で
あ

る
議
会
に
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
そ
の
重
要
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
負
託
に
応

え
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
的

確
に
対
応
し
な
が
ら
、
常
に

町
民
の
視
点
に
立
っ
て
、
高

根
沢
町
の
未
来
を
切
り
拓
く

こ
と
が
、
私
た
ち
議
会
議
員

の
使
命
で
あ
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ

れ
る
議
会
を
目
指
す
と
と
も

に
、
活
力
と
魅
力
あ
る
高
根

沢
町
を
創
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
り

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

第
57
代
議
長
　
　
神
林
　秀
治

オンラインセミナーを受講オンラインセミナーを受講
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土
地
利
用
の
見
直
し

学
校
給
食
の
充
実

不
登
校
問
題

自
治
会
加
入
対
策

地
域
サ
ロ
ン
の
充
実

１
．
調
査
の
目
的

　
住
み
よ
い
地
域
の
た
め
に

は
、
自
治
会
が
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
自
治
会
加
入
者

の
退
会
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
脱
退
に
つ
い
て
の

原
因
究
明
と
今
後
の
自
治
会

の
在
り
方
を
調
査
研
究
し
、

町
に
提
言
を
し
て
い
き
ま
す
。

２
．
調
査
内
容

　
令
和
４
年
８
月
31
日
、
町

自
治
会
連
合
会
役
員
と
懇
談

会
を
開
催
し
、
自
治
会
脱
退

に
つ
い
て
の
原
因
調
査
と
今

後
の
自
治
会
の
在
り
方
を
協

議
し
ま
し
た
。

３
．
調
査
の
ま
と
め

　
自
治
会
加
入
者
の
メ
リ
ッ

ト
な
ど
を
考
慮
し
、
自
治
会

連
合
会
と
の
連
携
を
密
に
し
、

宮
パ
ス
（
宇
都
宮
市
の
自
治

会
連
合
会
が
主
体
と
な
り
、

店
が
協
賛
し
、
自
治
会
加
入

者
に
特
典
を
与
え
る
制
度
）

と
同
様
の
制
度
の
導
入
の
可

否
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
ひ
よ

こ
の
家
」
の
視
察
を
行
い
、

施
設
の
抱
え
て
い
る
課
題
等

を
調
査
し
ま
し
た
。

　「
ひ
よ
こ
の
家
」
は
築
１

０
０
年
を
超
え
て
お
り
、
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
施
設
の
建
て
替

え
ま
た
は
移
転
等
に
つ
い
て

今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

１
．
調
査
の
目
的
及
び
課
題

　
町
で
は
、
高
齢
に
な
っ
て

も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健

康
で
生
き
生
き
と
生
活
し
て

い
く
た
め
に
、
令
和
５
年
度

ま
で
に
『
居
場
所
（
地
域
サ

ロ
ン
）
』
を
20
か
所
に
す
る

よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
16
か
所
設
置
。

　
宝
石
台
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
に
っ
こ
り
」
の
視
察
を
踏

ま
え
、
更
に
増
や
し
て
い
く

う
え
で
、
担
い
手
の
育
成
や

意
識
醸
成
、
自
治
会
加
入
者

が
減
少
し
て
い
る
中
、
支
え

合
う
地
域
づ
く
り
の
構
築
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

まちづくり常任委員会日常調査中間報告

くらしづくり常任委員会日常調査中間報告

土地利用の見直し・自治会加入対策

学校給食の充実・不登校問題
地域サロンの充実

１
．
調
査
の
目
的
　

　
町
の
安
定
し
た
発
展
を
図

る
た
め
に
は
、
土
地
利
用
の

見
直
し
が
緊
急
の
課
題
で
あ

り
、
本
町
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
土
地
利
用
が
望
ま
し
い

か
、
調
査
研
究
を
進
め
て
町

に
提
言
を
し
て
い
き
ま
す
。

２
．
調
査
内
容

　
令
和
４
年
８
月
17
日
と
11

月
21
日
、
都
市
計
画
法
と
高

根
沢
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
都
市
整

備
課
の
説
明
を
受
け
、
課
題

と
な
っ
て
い
る
土
地
利
用
の

見
直
し
の
勉
強
会
を
行
い
ま

し
た
。

３
．
調
査
の
ま
と
め

　
行
政
手
続
き
な
ど
法
令
や

計
画
等
を
確
認
し
、
現
在
の

町
の
状
況
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
駅
周
辺
整
備
事

業
を
中
心
に
地
域
住
民
の
声

を
聞
い
て
、
実
態
を
把
握
し
、

引
き
続
き
調
査
研
究
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

１
．
調
査
の
目
的
　

　
学
校
給
食
は
、
児
童
生
徒

の
健
康
管
理
や
食
育
と
い
う

視
点
か
ら
重
要
な
課
題
で
す
。

　
現
状
に
お
け
る
学
校
給
食

の
「
食
育
教
育
」
と
築
20
年

を
超
え
て
い
る
町
給
食
セ
ン

タ
ー
の
運
営
上
の
問
題
点
に

つ
い
て
、
調
査
研
究
し
町
に

提
言
を
し
て
い
き
ま
す
。

２
．
調
査
内
容

　
令
和
４
年
７
月
20
日
、
本

町
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

視
察
。
12
月
20
日
、
那
須
塩

原
市
共
栄
学
校
共
同
調
理
場

を
視
察
し
、
建
設
に
お
け
る

財
源
や
設
計
、
調
理
場
の
作

業
環
境
、
食
べ
物
ア
レ
ル

ギ
ー
の
対
応
、「
食
育
教
育
」

等
を
調
査
し
ま
し
た
。

１
．
調
査
の
目
的
及
び
課
題

　
学
校
教
育
に
関
す
る
調
査

の一
環
と
し
て
、「
不
登
校
の

問
題
」
を
取
り
上
げ
、
本
町

に
お
け
る
不
登
校
対
応
の
実

態
を
把
握
し
、
不
登
校
児
童

生
徒
の
受
け
入
れ
施
設
で
あ

常任委員会日常調
査中間報告全文

常任委員会日常調
査中間報告全文

第
４
１
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論
・
採
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予
算
特
集

全
員
協
議
会
一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

委
員
会
中
間
報
告
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論
戦町民の声を町民の声を

町政に！町政に！
一般質問って？

　「一般質問」は、町の行財政全般に関し、議
員主導で政策的な論議をする場です。
　質問時間は、一人につき質問、答弁、再質問
を含め60分以内です。

◆晨光の会　佐藤　晴彦　議員……… 14
①未来の高根沢町の町づくりは

◆小池　哲也　議員…………………… 15
①新年度予算の目玉事業は
②積極的な自治会支援を
③防災無線戸別受信機設置希望者への配備は 

◆齋藤　武男　議員…………………… 16
①これからの農業振興をどう図る
②東小学校跡地の利活用について
③空き家対策について

◆森　　弘子　議員…………………… 17
①自治会加入促進の条例制定を！
②道路整備で安心して住める宝積寺市街地に

◆小林　栄治　議員…………………… 18
①少子化は町の土台を揺るがす

◆野口　昌宏　議員…………………… 19
①英語検定料金の助成不実施の理由と今後の見通しは
②持続可能な自治会のあり方について町の見解は
③指定金融機関における事務手数料有償化はあるのか
※本紙では、■の質問を要約して掲載しています。

　一般質問の各議員のページにある二次元バーコー
ド、またはYouTubeで「高根沢町議会　第419回」
で検索を！
　DVDは、図書館中央館で貸し出しています。

一般質問の動画

　
役
場
議
場
に
入
っ
た
の
は
、

小
学
校
の
社
会
科
見
学
以
来

約
三
十
年
ぶ
り
、
傍
聴
は
初

め
て
で
し
た
。

　
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

議
会
に
参
加
さ
れ
て
い
る
皆

様
が
、
高
根
沢
町
の
現
在
、

過
去
、
未
来
と
様
々
な
観
点

か
ら
思
い
を
巡
ら
せ
、
話
し

合
わ
れ
て
い
る
事
が
伝
わ
っ

て
参
り
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
に
臨
む
に
あ
た

り
、
皆
様
は
ど
れ
だ
け
の
時

間
を
費
や
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
、
町
内
に
企
業
を
誘
致

す
る
事
等
が
、
生
活
に
ど
の

様
に
関
わ
っ
て
く
る
の
か
。

　
大
人
に
な
っ
た
今
だ
か
ら

考
え
ら
れ
る
事
が
多
々
あ
り

ま
し
た
。

　
今
回
、
傍
聴
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
微
力
で
す
が
、
自
分

な
り
に
こ
の
町
の
た
め
に
、

出
来
る
こ
と
を
始
め
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。

岩
いわ

原
はら

　俊
とし

行
ゆき

さん
（宝石台）

一　般　質　問

傍聴者
の声
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カ
フ
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イ
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会  議  録
　会議録は、定例会及び臨時会の終了後、
約３ケ月後に発行しています。
　図書館中央館で閲覧ができます。また、
町ホームページの「会議録検索システム」
からご覧になれます。

会議録検索
システム

　町議会の情報を分かりやすく、タイム
リーに発信しています。
　ぜひ、この機会にチェックされては、
いかがでしょうか。

Facebookもチェック

⑵
町
新
庁
舎
整
備
基
本

構
想（
案
）に
係
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
実
施

⑶
町
地
球
温
暖
化
対
策

推
進
実
行
計
画
及
び

気
候
変
動
適
応
計
画

⑷
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
の
整
備

⑴
議
案
の
主
な
協
議
事
項

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

意
見
募
集
は
３
月
中
に
終
了

す
る
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
６
月
定
例
会
前
の
全
員

協
議
会
で
説
明
す
る
。

　
町
の
事
業
と
し
て
計
画
し
、

具
体
化
し
て
い
く
。

　
事
業
に
つ
い
て
は
運
営
実

績
の
あ
る
法
人
を
対
象
に
公

募
制
を
と
る
が
、
令
和
５
年

６
月
の
段
階
で
事
業
所
を
決

定
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
未

定
。

基
金
の
積
み
増
し
は

基
金
に
つ
い
て
積

み
増
し
の
考
え
は

あ
る
か
？

　
阿
久
津
中
学
校
の
改
修
や

新
庁
舎
の
建
設
に
大
き
な
財

政
出
動
が
見
込
ま
れ
る
。

　
事
業
費
の
規
模
を
算
出
し

た
上
で
、
補
助

金
や
地
方
債
、

起
債
の
バ
ラ
ン

ス
を
見
な
が
ら

積
み
増
し
を
し

て
い
く
。

町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は

令
和
４
年
度
ま
で

あ
っ
た
「
と
ち
ぎ

の
星
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
」
は
、
令
和
５

年
度
の
予
算
に
な
い
が
？

　
令
和
５
年
度
は
、
今
ま
で

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か

に
活
用
し
て
い
く
か
、
宇
都

宮
大
学
の
学
生
と
研
究
す
る

事
業
を
行
う
。

令
和
５
年
度
高
根
沢
町
一
般

会
計
予
算

　
企
画
課
長
よ
り
当
初
予
算

附
属
書
を
も
と
に
説
明
が
あ

り
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

給
食
費
の
負
担
増
額
は

物
価
高
騰
に
伴
う

学
校
給
食
費
保
護

者
負
担
額
の
増
額
は
？

　
保
護
者
の
増
額
負
担
分
は

小
学
校
３
０
０
円
、
中
学
校

４
０
０
円
で
、
毎
月
の
負
担

金
は
小
学
校
３
３
０
０
円
、

中
学
校
４
４
０
０
円
と
な
る
。

法
人
税
の
伸
び
は

法
人
町
民
税
は
伸

び
て
い
る
か
？

　
個
人
、
法
人
町
民
税
の
決

算
は
、
令
和
元
年
度
を
ピ
ー

ク
に
減
っ
て
い
る
状
況
に
あ

る
。

墓
地
使
用
申
請
者
の
拡
大

　
高
根
沢
町
墓
地
条
例
の
一

部
改
正
に
よ
っ
て
世
帯
主
以

外
で
も
墓
地
使
用
許
可
の
申

請
が
可
能
と
な
る
。

土
砂
埋
め
立
て
規
制

　
高
根
沢
町
土
砂
等
の
埋
め

立
て
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
よ
っ
て
、
不
適
切

な
土
砂
等
の
埋
め
立
て
を
防

止
す
る
た
め
、
規
制
が
よ
り

厳
し
く
な
る
。

　
２
月
21
日
、
全
員
協
議
会

が
開
催
さ
れ
、
第
４
１
９
回

定
例
会
に
提
出
予
定
の
議
案

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
各
担

当
課
長
等
か
ら
の
説
明
を
受

け
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
産
育
児
一
時
金
の
増
額

　
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
（
令
和
５
年
４
月
よ

り
）
に
伴
い
、
出
産
育
児
一

時
金
が
増
額
さ
れ
る
。

目玉は出産育児一時金の増額
物価高騰、給食費は負担増額 全員協議会全員協議会

NEWSNEWS

２月21日

＜出産一時金の増額＞
新　488000円
旧　408000円

　80000円の増額となり、これに
加算金12000円を加え、総額50万
円の支給となる。

小規模特定事業の許可を要する
区域面積の変更

新　 500㎡以上3,000㎡未満
旧　1000㎡以上3,000㎡未満

主
な
質
疑

Ｑ

Ｑ

Ａ
学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

Ａ
企
画
課
長

企
画
課
長

Ｑ

Ｑ

Ａ
税
務
課
長

税
務
課
長

Ａ
企
画
課
長

企
画
課
長
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議　員
一般質問の
動画はこちら！

　
自
治
会
の
活
動
は
、
行
政

が
指
導
・
主
導
す
る
も
の
で

は
な
い
。
地
域
の
方
々
の
期

こ
れ
ま
で
の
支
援
は

Ｑ
令
和
２
年
３
月
に

区
長
制
度
が
廃
止

さ
れ
、
行
政
区
は
自
治
会
と

な
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
支

援
を
行
っ
て
き
た
の
か
？

Ａ  

町
長
町
長

　
転
入
者
へ
の
加
入
促
進
チ

ラ
シ
配
布
、
自
治
会
間
の
情

報
共
有
や
視
察
研
修
、
集
会

施
設
整
備
に
係
る
町
補
助
等
、

町
と
し
て
で
き
る
範
囲
で
の

側
面
的
支
援
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

積
極
的
な
支
援
が必要

で
は

Ｑ
コ
ロ
ナ
が
５
類
へ

移
行
す
る
に
あ
た

り
、
積
極
的
に
支
援
を
す
べ

き
だ
と
思
う
が
？

Ａ  

町
長
町
長

希
望
す
る
世
帯
に

配
備
す
べ
き
で
は

Ｑ
家
の
中
で
は
防
災

無
線
が
聞
き
取
れ

な
い
と
の
声
を
耳
に
す
る
。

　
希
望
す
る
世
帯
に
は
、
防

災
無
線
戸
別
受
信
機
を
配
備

す
べ
き
と
思
う
が
？

Ａ  

町
長
町
長

　
難
聴
地
区
や
避
難
行
動
要

支
援
者
な
ど
に
は
、
無
償
で

貸
与
し
て
い
る
。

　
災
害
等
の
発
生
時
、
ま
た

問
積
極
的
な
自
治
会
支
援
を

　
答【
町
長
】継
続
し
て

　
　
　
側
面
的
支
援
に
取
り
組
む

問
防
災
無
線
戸
別
受
信
機

　
設
置
希
望
者
へ
の
配
備
は

　
答【
町
長
】有
償
の
仕
組
み
を
構
築

コ
ロ
ナ
５
類
へ
の

移
行
後
の
展
開
は

Ｑ
各
種
事
業
の
復
活

を
望
ん
で
い
る
町

民
の
声
も
あ
る
が
、
今
後
の

展
開
は
？

Ａ  

町
長
町
長

　
５
類
へ
の
移
行
後
、
町
が

元
気
あ
っ
ぷ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
や
そ
の
他
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

町
民
に
日
常
に
戻
っ
た
こ
と

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
。

　
さ
ら
に
、
町
が
イ
ベ
ン
ト

を
復
活
さ
せ
る
こ
と
で
、
地

域
で
の
イ
ベ
ン
ト
も
徐
々
に

復
活
す
る
こ
と
も
期
待
し
て

い
る
。

特
に
力
を
注
ぐ

新
年
度
事
業
は

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
５

類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
新
年

度
は
積
極
的
に
事
業
を
展
開

す
べ
き
。
特
に
力
を
注
ご
う

と
し
て
い
る
事
業
は
何
か
？

Ａ  

町
長
町
長

　
１
つ
目
は
新
庁
舎
整
備
事

業
。
分
散
し
て
い
る
課
の
集

約
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
ス

マ
ー
ト
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と
高

効
率
化
、
災
害
時
の
防
災
拠

点
と
し
て
十
分
な
機
能
を
備

え
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
町
民
の
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
新
庁
舎
整
備
の
指

針
と
な
る
基
本
計
画
の
策
定

を
進
め
る
。

　
２
つ
目
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

関
係
計
画
策
定
事
業
。
町
全

体
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に

係
る
基
礎
情
報
の
収
集
や
分

析
、
将
来
推
計
な
ど
を
通
し

て
「
脱
炭
素
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

策
定
を
進
め
る
。

予
算
予
算小池　哲也

問新年度予算の目玉事業は
　答【町長】新庁舎整備とゼロカーボン計画

４年ぶりの開催となるか？
元気あっぷハーフマラソン大会

待
を
受
け
て
、
自
治
会
事
業

の
復
活
や
新
規
事
業
の
展
開

に
取
り
組
む
こ
と
は
、
ま
さ

に
自
治
会
の
活
動
そ
の
も
の
。

　
町
は
、
５
類
移
行
後
も
、

自
治
会
活
動
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
継
続
し
て
側
面
的
支

援
に
取
り
組
む
。

自
治
会

自
治
会

は
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

時
に
必
要
な
情
報
が
届
か
ず
、

避
難
行
動
に
支
障
が
出
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
戸
別
受
信

機
を
希
望
す
る
世
帯
に
は
、

有
償
で
購
入
が
で
き
る
仕
組

み
を
構
築
し
た
い
。 防

災
防
災防災無線戸別受信機

第
４
１
９
回
定
例
会

討
論
・
採
決
委
員
会
審
査
委
員
会
中
間
報
告

予
算
特
集

全
員
協
議
会
一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ
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一般質問の
動画はこちら！議　員

Ａ  

町
長
町
長

　
現
在
、
町
は
、
土
地
利
用

の
見
直
し
や
開
発
行
為
、
企

業
誘
致
に
つ
な
が
る
町
有
地

を
有
し
て
い
な
い
の
で
、
現

時
点
で
、
町
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
考

え
は
な
い
。
民
間
か
ら
の
開

発
等
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
内

容
に
よ
っ
て
判
断
し
て
行
く
。

　
人
口
増
加
、
就
労
機
会
確

保
・
魅
力
向
上
・
税
収
増
加

な
ど
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
地
域
経
営
計

画
を
基
に
進
め
て
い
く
。

国
へ
の
要
望
活
動

Ｑ
河
川
・
都
市
公
園
・

防
災
等
に
関
連
し

た
財
源
確
保
に
努
め
て
は
？

Ａ  

町
長
町
長

　
町
は
計
画
に
基
づ
き
、
国

か
ら
配
分
さ
れ
た
交
付
金
の

中
で
事
業
を
行
う
こ
と
に
な

る
た
め
、
国
へ
の
要
望
活
動

を
行
い
な
が
ら
財
源
の
確
保

に
努
め
る
。

す
で
に
行
政
手
続
き
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
、
ス
マ
ー
ト
農
業

の
導
入
支
援
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
費
用
対

効
果
を
見
極
め
て
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
業
務
の

効
率
化
の
た
め
の
手
段
と
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
導
入

す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
必

要
性
や
有
用
性
を
検
討
し
、

対
象
と
な
る
事
業
に
効
果
的

に
活
用
し
て
行
く
。

地
域
経
営
計
画
が
基
本

Ｑ
企
業
の
国
内
回
帰

を
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、
土
地
利
用
の
見
直
し
検

討
や
開
発
行
為
、
企
業
誘
致

な
ど
を
官
民
共
同
で
行
え
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作

り
、
人
口
増
加
・
就
労
機
会

確
保
、
魅
力
向
上
・
税
収
増

加
な
ど
に
つ
な
が
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
み
て
は
？

こ
れ
か
ら
はデジ

タ
ル
社
会

Ｑ
行
政
手
続
き
の
デ

ジ
タ
ル
化
や
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
・
ス
マ
ー
ト
農

業
な
ど
の
様
々
な
事
業
を
確

立
し
、
取
り
組
み
の
見
え
る

化
や
財
源
確
保
に
つ
な
げ
て

は
ど
う
か
？

Ａ  

町
長
町
長

　
地
域
経
営
計
画
で
は
、
町

の
将
来
に
向
け
て
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
を
掲
げ
て
お
り
、

生
産
人
口
の
減
少
に
よ
り
町
税
減
収
は
避
け
ら
れ
ず

問未来の高根沢町の町づくりは
　答【町長】事業の選択と集中を図る

佐藤　晴彦

未
来

展
望
未
来

展
望

デ
ジ
タ
ル
の
象
徴

ス
マ
ホ
は
生
活
の
必
需
品
化

今朝も、人々の経済活動が始まる。

会派代表質問・晨光の会

Ｑ
町
の
財
政
計
画
や

財
源
計
画
は
、
今

後
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ

て
進
め
て
行
く
の
か
？

Ａ  

町
長
町
長

　
本
町
の
財
政
計
画
は
、
財

政
の
健
全
性
を
保
ち
つ
つ
、

経
済
状
況
や
社
会
情
勢
を
勘

案
し
な
が
ら
見
極
め
て
い
る
。

　
今
後
、
財
源
の
根
幹
の
町

税
は
、
生
産
人
口
の
減
少
に

よ
り
減
収
し
て
行
く
見
込
み

で
あ
り
、
国
の
情
勢
を
踏
ま

え
て
も
、
増
加
に
転
ず
る
見

通
し
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　
歳
出
に
お
け
る
政
策
的
な

支
出
は
、
地
域
経
営
計
画
と

の
整
合
を
図
り
、
優
先
順
位

の
高
い
事
業
か
ら
取
り
組
み
、

国
県
の
補
助
金
や
町
債
等
の

特
定
目
的
に
活
用
で
き
る
財

源
の
歳
入
を
見
込
み
つ
つ
、

予
算
編
成
を
し
て
い
る
。

第
４
１
９
回
定
例
会

討
論
・
採
決
委
員
会
審
査
委
員
会
中
間
報
告

予
算
特
集

全
員
協
議
会
一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ
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議　員
一般質問の
動画はこちら！

通
学
路
の
安
全
対
策

Ｑ
阿
久
津
小
・
中
学

学
校
の
児
童
・
生

徒
が
利
用
す
る
通
学
路
は
、

ど
の
道
路
も
狭
く
歩
道
と
車

道
の
区
別
が
な
い
た
め
、
保

護
者
か
ら
は
安
全
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
道
路

整
備
計
画
で
は
、
あ
い
さ
つ

通
り
（
阿
久
津
小
学
校
東
側

道
路
）
は
中
長
期
の
整
備
路

線
に
な
っ
て
い
る
。

　
な
ぜ
短
期
整
備
路
線
に
設

定
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　
ま
た
、
通
学
路
の
安
全
対

策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
？Ａ  

町
長
町
長

　
宝
積
寺
市
街
地
に
計
画
し

て
い
る
道
路
を
一
斉
に
整
備

す
る
こ
と
は
、
町
の
財
政
上

か
ら
も
不
可
能
で
あ
る
。

　
短
期
整
備
路
線
と
し
て
位

町
道
３
６
３
号
線
は
、
運
転

者
の
車
道
と
路
肩
の
視
認
性

を
高
め
る
た
め
の
「
外
側
線

の
引
き
直
し
」、谷
口
病
院
西

側
の
町
道
３
１
１
号
線
と
町

道
３
６
１
号
線
の
交
差
点
部

は
、
運
転
者
安
全
確
認
を
促

す
た
め
の
「
停
止
誘
導
線
の

設
置
」
を
計
画
し
、
令
和
５

年
度
に
対
策
工
事
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

自
治
会
パ
ス
ポ
ー
ト

Ｑ
自
治
会
連
合
会
や

商
工
会
と
協
力
し
、

自
治
会
加
入
者
に
対
し
、
自

治
会
会
員
の
優
待
制
度
と
し

て
、
宇
都
宮
市
の
「
宮
Ｐ
Ａ

Ｓ
Ｓ
」
や
さ
く
ら
市
の
「
さ

く
ら
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」
の
取
り
組

み
を
参
考
に
、
自
治
会
加
入

の
促
進
を
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
？

Ａ  

町
長
町
長

　
自
治
会
加
入
促
進
の
た
め
、

自
治
会
会
員
が
協
力
店
舗
等

で
割
引
な
ど
の
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
優
待
制

度
と
し
て
、
宇
都
宮
市
自
治

連
合
会
で
は「
宮
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」、

さ
く
ら
市
区
長
会
で
は
「
さ

く
ら
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」
を
実
施
し

て
い
る
。
県
外
に
お
い
て
も

実
施
し
て
い
る
優
待
制
度
は

自
治
会
連
合
会
な
ど
が
実
施

主
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
自
治
会
連
合
会
に
お
い

て
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
町
と
し
て
実
施
す
る

考
え
は
な
い
。

自
治
会
加
入
の
促
進

Ｑ
那
須
塩
原
市
で
は
、

「
自
治
会
活
動
の

促
進
に
関
す
る
条
例
」
を
令

和
４
年
４
月
１
日
に
施
行
。

自
治
会
活
動
に
関
す
る
基
本

理
念
と
市
民
や
自
治
会
な
ど

の
役
割
を
規
定
し
、
更
に
栃

木
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

と
協
定
書
を
結
び
、
住
宅
入

居
者
へ
の
情
報
提
供
や
加
入

を
促
す
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。

　
自
治
会
加
入
促
進
の
取
組

と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
条
例

を
制
定
し
て
は
？

Ａ  

町
長
町
長

　
自
治
会
加
入
促
進
の
主
体

は
、
自
治
会
で
あ
り
、
各
自

治
会
に
お
い
て
話
し
合
い
、

対
応
す
べ
き
も
の
で
、
町
は

側
面
的
支
援
を
行
う
考
え
で

あ
り
、
条
例
は
制
定
し
な
い
。

森　　弘子
自
治
会

自
治
会

問自治会加入促進の条例制定を！
　答【町長】側面的支援を行い、条例制定はしない

那須塩原市自治
会活動の促進に
関する条例

問
道
路
整
備
で
安
心
し
て
住
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
積
寺
市
街
地
に

　
答【
町
長
】一
斉
に
は
財
政
上
不
可
能

安
全

対
策
安
全

対
策

置
づ
け
て
い
る
の
は
、
国
道

４
０
８
号
や
宝
積
寺
駅
西
口

へ
接
続
す
る
「
都
市
計
画
道

路
宝
積
寺
西
通
り
、
西
駅
前

通
り
」、
宝
積
寺
駅
西
第
一

地
区
か
ら
国
道
４
号
へ
の

「
宝
積
寺
南
通
り
」、
Ｊ
Ｒ
宇

都
宮
線
の
東
西
を
つ
な
ぐ

「
町
道
１
１
９
号
線
跨
線
橋
」

と
な
る
。

　
通
学
路
の
安
全
対
策
と
し

て
は
、
役
場
脇
を
北
進
す
る

通学路であるのに、白線がすっかり消えている
役場西側道路　　　　　　　　　　　　　　　

阿久津小学校東側道路にはあいさつ通り（12ｍ）が
計画されているが？
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議　員
一般質問の
動画はこちら！

　
こ
う
し
た
社
会
状
況
に
応

じ
、
栃
木
県
に
お
い
て
も
、

地
域
の
作
物
生
産
の
設
計
図

で
あ
る
「
水
田
収
益
力
強
化

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
中
で
、
主
食

用
米
か
ら
の
転
換
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
米
粉
用
米
に

つ
い
て
は
、
需
要
に
対
応
し

た
生
産
拡
大
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
本
町
の
農
業
再

生
協
議
会
に
お
い
て
も
、
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
、
米
粉
用
米

に
つ
い
て
は
、
需
要
の
増
加

に
応
じ
た
生
産
者
の
確
保
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
生
産

コ
ス
ト
の
削
減
を
図
っ
て
い

く
こ
と
を
取
組
方
針
と
し
て

い
る
。

　
今
後
、
米
粉
用
米
の
生
産

振
興
に
向
け
た
調
査
・
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
く
か
ど
う

か
は
、
農
業
再
生
協
議
会
の

中
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

Ｑ
主
食
米
か
ら
の
転

換
を
図
る
米
粉
用

米
の
生
産
振
興
に
向
け
た
調

査
研
究
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
？

Ａ  

町
長
町
長

　
米
粉
を
め
ぐ
る
状
況
は
、

世
界
的
な
小
麦
の
不
作
に
加

え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
長

期
化
に
よ
る
供
給
懸
念
な
ど

が
要
因
と
な
っ
て
、
輸
入
小

麦
の
価
格
が
高
騰
し
て
お
り
、

注
目
さ
れ
始
め
て
い
る
。

地
域
の
合
意
形
成
が

何
よ
り
大
事

Ｑ
今
後
、
土
地
改
良

事
業
を
推
進
し
て

行
く
た
め
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
行
く
の
か
？

Ａ  

町
長
町
長

　
第
１
回
目
の
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
懇
談
会
」
と
時
期
を

合
わ
せ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
。
１
８
８
人
か
ら
の

回
答
を
分
析
す
れ
ば
、「
地
域

の
農
業
を
守
り
、
持
続
的
に

農
業
の
基
盤
対
策
は

待
っ
た
な
し

Ｑ
農
地
の
土
地
改
良

事
業
に
つ
い
て
、

16
地
区
で
開
催
し
た
説
明
内

容
と
参
加
者
の
反
応
は
？

Ａ  
町
長
町
長

　
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、

地
域
農
業
を
推
進
す
る
た
め

実
行
す
る
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
に
関
し
、
懇
談
会
を
開

い
た
。

　
認
定
農
業
者
や
農
事
組
合

長
、
農
業
委
員
な
ど
の
方
に

限
定
し
、
１
０
３
人
の
参
加

を
得
た
。

　
こ
の
懇
談
会
で
は
、
地
区

ご
と
の
担
い
手
数
や
集
積
状

況
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
、

「
見
え
る
化
」
し
た
集
約
図

を
確
認
、
地
域
農
業
の
状
況

を
共
有
し
、
土
地
改
良
事
業

に
つ
い
て
の
現
状
、
考
え
方
、

補
助
内
容
な
ど
を
説
明
し
た
。

農
業
農
業 齋藤　武男

問これからの農業振興をどう図る
　答【町長】関係者との情報共有を進める

米
粉
の
普
及
は
、
主
食
米
の
転
換
に
な
り
え
る
か
？

発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
何

よ
り
も
、
草
刈
り・泥
上
げ・

維
持
管
理
な
ど
の
保
全
管
理

を
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
進

め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
の
考
え
に
至
っ
て

い
る
。

　
こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
影
響

に
よ
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
の
希
薄
化
と
農
業
者
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
進

行
し
、
基
本
的
な
農
作
業
で

あ
る
保
全
管
理
が
重
荷
に

な
っ
て
、
個
人
対
応
で
は
既

に
限
界
に
来
て
い
る
状
況
が

垣
間
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
保

全
管
理
の
体
制
づ
く

り
に
向
け
、
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
制

度
を
活
用
し
た
保
全

活
動
の
広
域
化
に
つ

い
て
の
調
査
研
究
、

関
係
機
関
と
の
協
議
、

農
家
と
の
情
報
共
有

な
ど
を
次
年
度
以
降

進
め
て
い
く
。

マーケットの注目を惹く米粉製品

本
町
の
誇
れ
る
水
田
風
景
を

　
　
　
　
　
　
　守
り
た
い
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議　員
一般質問の
動画はこちら！

事
務
手
数
料
の
有
償
化

Ｑ
本
年
１
月
の
新
聞

報
道
に
あ
っ
た
よ

う
な
、
指
定
金
融
機
関
と
の

間
で
事
務
手
数
料
の
有
償
化

を
検
討
し
て
い
る
の
か
？

Ａ  

町
長
町
長

　
本
町
の
指
定
金
融
機
関
で

あ
る
栃
木
銀
行
が
、
事
務
手

数
料
の
有
償
化
を
検
討
し
て

い
る
と
の
新
聞
報
道
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
問
い
合
わ
せ

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
銀
行
よ

り
そ
の
事
実
は
な
い
と
の
返

答
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
令
和
５
年

度
の
契
約
に
変
更
は
な
く
、

事
務
手
数
料
の
有
償
化
は
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

高
齢
者
対
応
に
向
け
た

関
係
機
関
と
の
連
携
は

Ｑ
高
齢
者
へ
の
防
災
上

の
対
応
に
つ
い
て
、

自
治
会
は
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
と
連
携
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
？

Ａ  

町
長
町
長

　
防
災
や
高
齢
者
見
守
り
は

社
会
福
祉
協
議
会
等
の
関
係

機
関
と
協
力
し
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で

あ
り
、
自
治
会
の
負
担
軽
減

の
観
点
か
ら
、
自
治
会
か
ら

相
談
が
あ
れ
ば
、
一
緒
に
仕

組
み
づ
く
り
を
し
た
い
。

自
治
会
退
会
者
の
増
加

Ｑ
現
状
の
自
治
会
の

有
様
を
町
は
ど
の

よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
？

Ａ  

町
長
町
長

　
自
治
会
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
中
核
を
担
っ
て
い

る
が
、
加
入
率
の
低
下
に
よ

っ
て
、
今
後
活
動
の
持
続
が

困
難
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
町
と
し
て
、
自
治
会
の
負

担
軽
減
の
た
め
回
覧
依
頼
の

廃
止
等
を
思
料
し
て
い
る
。

指
定
金
融
機
関
の
課
題

Ｑ
指
定
金
融
機
関
に

よ
る
会
計
業
務
を

行
う
上
で
今
後
の
課
題
は
？

Ａ  

町
長
町
長

　
現
状
で
は
、
公
金
払
い
に

お
い
て
バ
ー
コ
ー
ド
決
済
な

ど
が
広
ま
り
つ
つ
あ
り
、
公

金
収
納
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
が
、
指
定
金
融
機

関
と
本
町
と
の
共
通
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

問
持
続
可
能
な
自
治
会
の
あ
り
方

　
に
つ
い
て
町
の
見
解
は

　
答【
町
長
】自
治
会
と
一
緒
に

　
　
持
続
可
能
な
仕
組
み
を
作
り
た
い

問
指
定
金
融
機
関
に
お
け
る

　
事
務
手
数
料
有
償
化
は
あ
る
の
か

　
答【
町
長
】本
町
と
の

　
　
契
約
内
容
に
変
更
は
な
い

自
治
会

自
治
会

行
政

事
務
行
政

事
務

英
語
検
定
料
金
の
助
成

実
施
の
見
通
し
は

Ｑ
令
和
４
年
９
月
議

会
で
令
和
５
年
度

か
ら
実
施
し
た
い
旨
の
答
弁

を
い
た
だ
い
た
が
、
令
和
５

年
度
予
算
に
組
み
込
ま
れ
な

か
っ
た
理
由
と
、
令
和
６
年

度
に
実
施
で
き
る
約
束
を
い

た
だ
け
る
の
か
？

Ａ  

教
育
長

教
育
長

　
英
語
検
定
料
金
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
英
語
能
力
向
上

に
資
す
る
も
の
と
と
ら
え
、

令
和
５
年
度
実
施
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
き
た
が
、
事

業
成
果
に
関
す
る
検
討
や
事

業
費
の
財
源
に
関
す
る
問
題

等
を
さ
ら
に
整
理
す
る
必
要

が
あ
り
、
実
施
に
い
た
る
こ

と
が
難
し
か
っ
た
。

　
令
和
６
年
度
の
実
施
に
向

け
て
は
、
入
念
に
検
討
を
重

ね
、
予
算
に
反
映
で
き
る
よ

う
制
度
構
築
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

教
育
教
育野口　昌宏

問英語検定料金の助成不実施の理由と今後の見通しは
　答【教育長】令和６年度実施に向けて制度構築を
　　　　　　進めたい

時
代
に
即
し
た
対
応
を
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え
で
い
る
。

　
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
、

町
が
独
自
に
行
う
子
育
て
政

策
な
ど
は
、
短
期
的
な
課
題

に
対
す
る
施
策
展
開
に
は
効

果
的
で
あ
る
も
の
の
、
基
礎

自
治
体
が
人
口
増
に
つ
い
て

競
い
合
っ
て
い
る
状
況
で
は
、

本
質
的
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
出
生
率
の
上
昇
や
子
育
て

環
境
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

く
に
は
限
界
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
人
口
減
少
対

策
に
つ
い
て
、
国
が
国
家
戦

略
と
し
て
捉
え
、
社

会
全
体
の
課
題
と
し

て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
、
解
決
に

導
い
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
基

礎
自
治
体
で
あ
る
町

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
で
取
り
組
む
よ

う
な
ス
ケ
ー
ル
の
も

の
で
は
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

Ｑ
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
達
成
す
る

時
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
の
編
成
が
必
要
で
あ
り
、

人
口
減
少
対
策
に
講
じ
る
各

課
横
断
的
な
連
携
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
？

Ａ  

町
長
町
長

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
は
、

新
庁
舎
整
備
課
を
創
設
し
て

役
場
庁
舎
の
整
備
を
強
力
に

進
め
、
こ
れ
か
ら
も
必
要
と

判
断
し
た
と
き
に
は
積
極
的

に
組
織
を
編
成
し
て
い
く
考

Ａ  

町
長
町
長

　
産
科
誘
致
に
つ
い
て
は
、

事
業
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
県
医

師
会
、
県
内
の
医
科
大
学
に

加
え
、
県
内
51
の
産
婦
人
科

医
に
も
送
付
し
、
周
知
を
図

っ
て
き
た
が
、
具
体
的
な
問

い
合
わ
せ
は
得
ら
れ
て
い
な

い
状
況
に
あ
る
。

　
産
科
医
の
誘
致
に
つ
い
て

は
、
少
子
化
に
加
え
て
医
師

の
負
担
の
増
大
が
、
開
設
の

道
筋
を
困
難
に
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
。

　
こ
の
課
題
に
対
し
て
、
国

に
報
酬
改
定
や
就
労
環
境
改

善
な
ど
の
処
遇
改
善
を
図
り
、

産
科
医
師
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
要
望
を

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
金
融
機
関
と
の
情
報
交
換

の
中
で
、
医
療
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
や
医
師
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
の
訴
え
の
改

善
提
案
も
示
さ
れ
て
い
る
の

で
、
今
後
も
引
き
続
き
、
粘

り
強
く
産
科
誘
致
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

ま
ち
全
体
で
総
合
的
に
子
育

て
を
支
援
し
て
い
る
。

　
ま
た
、今
年
１
月
か
ら「
出

産
・
子
育
て
応
援
金
」
の
支

給
を
開
始
。
子
育
て
家
庭
等

の
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た

支
援
に
繋
げ
る
こ
と
で
、
安

心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。

　
今
後
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
、
子

育
て
世
代
が
利
用
す
る
媒
体

を
活
用
し
て
、「
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
」

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

実
効
性
が
問
わ
れ
る

産
科
医
の
誘
致

Ｑ
町
は
産
婦
人
科
の

誘
致
に
と
り
組
む

た
め
、
令
和
３
・
４
年
度
の

当
初
予
算
に
１
億
円
を
計
上

し
て
来
た
。
４
年
度
末
に
あ

た
り
、
当
事
業
の
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
辿
っ

て
来
た
の
か
？

一般質問の
動画はこちら！議　員小林　栄治

問少子化は町の土台を揺るがす
　答【町長・教育長】
　　　　更に子育て支援の充実を目指す少
子
化

少
子
化

本
町
の
少
子
化
対
策

Ｑ
本
町
は
、不
妊
治
療

費
助
成
や
18
歳
ま
で

医
療
費
の
無
償
化
な
ど
の
取

り
組
み
が
見
ら
れ
る
が
、
よ

り
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち

と
し
て
の
「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
」
に
取
り
組
む
こ
と

が
、
安
心
し
て
産
み
、
子
育

て
が
で
き
る
町
に
繋
が
る
と

思
う
が
、
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
当
局
の
見
解
を
求
め
る
。

Ａ  

町
長
町
長

　
町
で
は
子
ど
も
が
健
や
か

に
育
ち
、
学
び
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
で

　

目
線
に
は
い
つ
も
子
ど
も
た
ち

人
口
減
少
は
社
会
活
力
の
低
下
を
招
く

赤
ち
ゃ
ん
は
未
来
の
宝
物
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今
後
の
農
業
経
営
の
展
望

今
後
の
農
業
経
営
の
展
望

る
と
よ
い
。
農
地
水
（
現
在

は
「
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業
」）
の
取
り
組
み
が

あ
る
が
、
書
類
作
成
が
必
要

と
な
る
。
町
職
員
Ｏ
Ｂ
に
頼

む
と
よ
い
。

村
上
　
面
積
が
大
き
く
、
野

芝
焼
き
が
一
日
で
は
終
わ
ら

な
い
の
で
、
２
日
位
に
増
や

し
て
欲
し
い
。

大
森
　
果
樹
の
剪
定
枝
の
処

理
に
時
間
が
か
か
る
。
燃
や

す
日
を
設
け
て
欲
し
い
。

議
員
　
時
代
の
変
化
に
伴
っ

て
、
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

規
模
が
拡
大
し
て
い
る
の
で
、

野
芝
焼
き
は
検
討
の
た
め
防

除
協
議
会
に
つ
な
い
で
み
る
。

■
耕
作
放
棄
地

山
本
　
規
模
を
拡
大
す
る
た

め
に
、
高
齢
化
で
離
農
し
た

人
の
名
簿
や
地
図
が
欲
し
い
。

議
員
　
土
地
改
良
区
の
理
事

が
い
る
の
で
、
そ
の
役
員
に

相
談
す
る
と
よ
い
。

小
川
　
高
齢
者
が
増
え
重
労

働
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
20
年
後
に
は
担
い
手
が

少
な
く
な
り
、
土
地
が
耕
作

さ
れ
ず
余
る
よ
う
な
状
況
に

な
る
の
で
は
。

議
員
　
こ
れ
か
ら
は
、
農
地

の
保
全
、
耕
作
放
棄
地
を
ど

う
し
て
い
く
の
か
が
問
題
に

な
っ
て
く
る
。

田
代
　高
齢
者
が
３
町
歩
の

畑
地
化
申
請
を
し
て
リ
タ
イ

ア
し
た
い
と
思
っ
た
時
に
、

３
町
歩
を
元
の
水
田
に
戻
せ

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

議
員
　
コ
メ
の
消
費
が
落
ち

て
い
る
。
国
策
と
し
て
も
畑

地
化
を
進
め
て
い
る
が
、
他

の
作
物
に
変
え
た
と
し
て
も

元
の
水
田
に
戻
せ
る
か
が
わ

か
ら
な
い
の
が
大
き
な
問
題
。

■
補
助
事
業

岩
本
　
い
ち
ご
農
家
の
３
代

目
で
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
が
老

朽
化
し
て
い
る
。
建
て
替
え

の
負
担
が
大
き
く
、
新
規
就

農
や
規
模
拡
大
に
は
補
助
金

は
あ
る
が
、
設
備
更
新
の
際

に
も
補
助
金
が
欲
し
い
。

議
員
　
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
補

助
は
あ
る
が
、
更
新
に
対
し

て
補
助
は
な
い
。
今
後
対
応

す
べ
き
問
題
な
の
で
、
町
に

要
望
し
て
い
く
。

村
上
　
最
近
、
資
材
高
騰
だ

が
、
生
産
物
価
格
は
上
が
っ

て
い
な
い
の
で
、
厳
し
い
。

　
頑
張
っ
て
い
る
人
へ
援
助

を
し
て
欲
し
い
。

議
員
　
付
加
価
値
を
付
け
た

販
売
を
し
て
所
得
向
上
に
つ

な
げ
て
み
て
は
。

山
本
　
他
県
で
ヘ
ー
ゼ
ル

ナ
ッ
ツ
類
を
育
て
て
い
る
。

馬
頭
で
も
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
木
は
補
助
の
対
象
に
な

ら
な
い
の
か
。
　

議
員
　
農
協
か
ら
補
助
金
等

の
通
知(

畑
地
化
促
進
事
業)

が
あ
っ
た
も
の
を
参
考
に
し

な
が
ら
検
討
し
て
み
て
は
。

■
４
Ｈ
ク
ラ
ブ 

※

小
川
　
ク
ラ
ブ
で
は
、
町
か

ら
の
補
助（
10
万
円
）で
、町

内
園
児
や
学
童
に
無
償
で
収

穫
体
験
教
室
や
他
の
地
区
協

議
会
と
の
交
流
を
行
っ
て
い

る
が
、
今
の
補
助
金
額
だ
と
、

さ
つ
ま
い
も
の
苗
を
買
っ
て
、

ほ
ぼ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参

加
し
て
、
ブ
ー
ス
を
出
し
て

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。
そ
の

経
費
を
補
助
し
て
欲
し
い
。

議
員
　
同
年
代
の
農
業
従
事

者
や
他
地
域
と
の
交
流
は
大

切
な
の
で
、
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
あ
る
。

※４Ｈクラブとは、将来の農業を支える若い農業者が集まった集団。
Haed（頭）、Hand（技術）、Hart（心）、Health（健康）の頭文字をとったもの。
高根沢町では、15人のメンバーが加入し、多方面で活躍している。

ベジマルシェの開催（駅前広場）

でっか！［さつまいもの収穫］

酒米づくり

楽しいな！［さつまいもの定植］

４Hクラブの活動は幅広い４Hクラブの活動は幅広い

若手農業者若手農業者とと議員議員と のと のカフカフェ・ド・ギカイェ・ド・ギカイ
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こ
れ
か
ら
の
農
業

こ
れ
か
ら
の
農
業

小
林
　
用
水
路
に
壊
れ
て
い

る
所
が
あ
り
、
伝
え
て
も
修

繕
し
て
く
れ
な
い
。

　
ま
た
、
田
ん
ぼ
か
ら
出
る

石
の
処
理
に
困
っ
て
い
る
。

議
員
　
各
地
区
の
担
当
役
員

に
相
談
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
釜
ヶ
渕
土
地
改
良
区
は
石

を
集
め
て
お
い
て
、
何
か
の

工
事
の
際
に
資
材
と
し
て
活

用
し
て
い
る
。

小
川
　
土
地
改
良
区
に
入
っ

て
い
る
所
と
い
な
い
所
が
あ

る
。
な
ぜ
、
除
外
地
が
あ
る

の
か
。
地
図
と
一
致
し
な
い
。

出
口
が
な
い
所
も
あ
る
。
実

際
の
場
所
へ
行
っ
て
、
確
認

し
て
欲
し
い
。

議
員
　
入
る
入
ら
な
い
は
、

自
由
だ
っ
た
。

　
今
後
の
土
地
改
良
の
必
要

性
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
町

で
は
、
町
内
を
16
地
区
に
分

け
て
昨
年
懇
談
会
を
実
施
し

て
い
る
が
、
若
い
方
の
意
見

を
聴
き
た
い
と
思
う
。

■
地
域
共
同
作
業

村
上
　
用
水
路
に
た
ま
っ
た

土
を
堀
さ
ら
い
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
高
齢
化
で
対

応
が
難
し
い
。
負
担
が
大
き

く
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
課
題
。

議
員
　
堀
さ
ら
い
は
人
が
集

ま
ら
な
い
。
役
員
に
相
談
す
　

■
土
地
改
良

小
川
　
土
地
改
良
区
と
の
連

携
を
深
め
た
い
の
で
、
フ
ォ

ロ
ー
し
て
欲
し
い
。

　
新
し
く
ア
ス
パ
ラ
の
栽
培

を
は
じ
め
よ
う
と
し
た
時
に
、

排
水
が
悪
く
問
題
が
あ
っ
た
。

排
水
設
備
の
修
理
を
お
願
い

し
た
ら
自
腹
で
修
理
し
て
く

れ
と
言
わ
れ
た
。

議
員
　
町
と
土
地
改
良
区
は

別
の
組
織
だ
が
、
町
へ
話
は

し
て
い
き
た
い
。

　
土
地
改
良
区
の
担
当
役
員

に
相
談
し
て
み
る
の
も
一
つ
。

土
地
改
良
区
の
人
と
つ
な
が

り
を
持
つ
と
よ
い
。

現
在
の
課
題

現
在
の
課
題

　
町
議
会
で
は
、
町
民
と
議
員
が
対
話
を
し
な
が

ら
課
題
の
共
有
と
解
決
に
向
け
、
検
討
を
す
る

「
カ
フ
ェ
・
ド
・
ギ
カ
イ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
参
加
者
は
、
町
青
少
年
ク
ラ
ブ
協
議
会

(

４
Ｈ
ク
ラ
ブ)

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
若
手
農
業
者

の
７
名
で
す
。

　
２
月
8
日
役
場
に
て
、
議
長
は
じ
め
議
会
ま
ち

づ
く
り
常
任
委
員
会
を
中
心
と
し
た
議
員
10
名
と

『
農
業
』
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

若手農業者と議員が交互に座り フレンドリートーク

・石末
・アスパラガス

・文挟
・米

・太田
・米

・花岡
・米

・桑窪
・いちご

・石末
・菌床しいたけ

・下柏崎
・りんご いちご

内は、大字（地区）と主作目

小川智也さん 岩本健太郎さん 田代裕紀さん 大森俊太郎さん
小林功汰さん 山本真吾さん 村上尚成さん

若き農業戦士にエールを！若き農業戦士にエールを！

若手農業者若手農業者とと議員議員と のと のカフカフェ・ド・ギカイェ・ド・ギカイ

ど
う
す
る
？

ど
う
し
た
い
？
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前163号特集記事（P16～19に掲載)

項　目 提　言　要　旨 回　答　要　旨

公　園
　①駐車場の整備 
　②遊具や設備の整備 
　③樹木や芝などの適切な維持管理

　①車での来園は想定していない 
　②修繕不能な場合は、新設等可能な限り対応 
　③樹木や草等お気づきの際は、都市整備課へ連絡を

道　路 　狭く危険な道路の整備計画と歩行者 
　の安全確保

　・危険個所の合同点検を毎年度実施 
　・「町通学路安全プログラム」を活用し、危険個所 
　　の把握や対策の充実に取り組む

通学路の 
安全対策 　交通指導員等の見守り体制の強化 　引き続き関係機関で相互に連携・協力を図りながら 

　活動を進める

行政手続き 　オンライン化の積極的推進 　既にマイナポータル上で子育てに関する14手続きは 
　可能。水道の開栓・休止の手続きを含め、検討中

子 育 て 
支援制度

　制度としてあるものを必要な時に利 
　用できるよう充実を図ること

　・インフルエンザ予防接種は、生後６か月以上13歳未満
　　の１回目・２回目の助成額を1,000円から2,000円に引
　　き上げる 
　・一時保育の対象年齢を生後2か月からに拡大

学童保育 　利用者の状況に応じた面積の確保 　令和5年度に「たから学童クラブ」が開設 
　令和6年度にさらにもう１か所の学童施設整備を計画

その他 　子育て支援施策の充実と本町の他市 
　町より優れた施策の周知強化

　より一層の情報発信に努め、子育て世代の皆さんの 
　声に耳を傾けながら、支援施策の充実を図っていく
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子育て世代と議員とのカフェ・ド・ギカイ

提言に対する回答
あなたの声は届いたか？あなたの声は届いたか？

　昨年、11月10日に開催したカフェ・ド・ギカイから
出された、子育て世代の声を議会としてまとめ、12月
８日に町長に提出していた提言に対する回答が、３月６
日、議長に届きました。
　期待した回答は得られたのでしょうか。暮らしの中で
直面する様々な課題が町民の声で改善されていく、そん
なまちづくりを議会も推進していきます。回答書の全文

町に届けたい声がありますか？ 町民に寄り添う議会でありたい。次はあなたの出番です！
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■
販
　
路

田
代
　
私
た
ち
は
、
農
協
だ

け
に
頼
ら
な
い
。
新
た
な
販

路
も
自
ら
行
っ
て
い
る
が
、

町
で
も
加
工
業
者
な
ど
を
見

つ
け
や
す
い
状
態
に
し
て
く

れ
た
ら
、
あ
り
が
た
い
。

議
員
　
農
協
だ
け
に
頼
る

の
で
は
な
く
、
自
分
の
商
品

に
値
段
を
つ
け
る
方
法
も
大

事
。

村
上
　
県
全
体
で
推
し
て
い

る
物
が
米
と
い
ち
ご
と
梨
、

牛
乳
で
偏
っ
て
い
る
の
で
、

ア
ス
パ
ラ
な
ど
の
他
の
作
物

に
も
注
目
し
て
欲
し
い
。

議
員
　
益
子
町
で
は
観
光
の

一
環
と
し
て
、
バ
ナ
ナ
と
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
を
栽
培
し
、
農

家
が
園
芸
作
物
の
補
助
を
も

ら
っ
て
、
成
功
し
て
い
る
。

村
上
　
栃
木
県
は
東
京
ま
で

の
輸
送
コ
ス
ト
が
あ
ま
り
か

か
ら
な
い
の
で
、
そ
の
強
み

を
活
か
し
た
販
路
開
拓
を

行
っ
て
欲
し
い
。

議
員
　
行
政
に
よ
る
販
路
確

保
が
重
要
。
以
前
、
上
三
川

町
で
は
、
減
反
政
策
が
始

ま
っ
た
時
に
、
町
が
、
い
の

一
番
に
首
都
圏
農
業
の
販
路

体
制
を
作
っ
て
、
所
得
を
上

げ
る
方
法
を
取
っ
た
。

■
土
地
利
用

村
上
　
花
岡
・
伏
久
付
近
は
、

住
宅
が
建
て
ら
れ
な
い
土
地

で
あ
る
。
マ
ニ
ー
も
来
る
の

で
、
耕
作
放
棄
地
が
あ
れ
ば
、

住
宅
や
公
園
な
ど
に
転
用
で

き
る
な
ど
、
土
地
利
用
の
見

直
し
が
で
き
れ
ば
い
い
。
子

ど
も
連
れ
家
族
が
住
ん
で
く

れ
れ
ば
、
す
ぐ
側
で
農
作
業

を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
食
育
や
将
来
の
農
業
従

事
者
を
育
て
る
た
め
に
も
役

に
立
つ
。

議
員
　
土
地
利
用
は
都
市
計

画
法
に
基
づ
い
て
い
る
も
の

で
あ
る
の
で
、
今
後
、
町
に

進
言
し
て
い
き
た
い
。

～～～　カフェ・ド・ギカイを終えて　～～～
　最後に、議員(農業経験者）が、「時代は進んでいるのに私がやっていた頃と農業の考え方が全
く変わっていない。農業は『守る』のではなく、今は『攻める』時代に変わってきている。新しい
ことにチャレンジする人を助けなければならない。」と発言しました。
　若手農業者の「私たちは農協だけに頼らない。」の言葉が、とても力強く、印象に残りました。

　今回の内容をまちづくり委員会で審議し、全員
協議会に諮り、意見交換された中から、3月28日、
町長に提言3件、要望1件を提出しました。

■ 提言3件
　①　町内一斉野芝焼きの複数日実施
　②　高根沢町園芸作物推進支援事業費補助金の対象
　　施設の拡充（更新施設も対象に）
　③　高根沢町青少年クラブ協議会補助金の充実
■ 要望1件
　圃場の状態に関する土地改良区への
　要望が多く、町から町内の土地改良区
　に、意見があったこと、その意見に丁
　寧に対応することを申し伝えて欲しい。

■ カフェ・ド・ギカイに参加して
　①参加してよかった（５名）　②参加しなければよかった（０名）
　③どちらでもない（0名）　④無回答（1名）
　★理由　同業者の意見も知ることができた。　勉強になった。
■ 高根沢町は、農業をしやすい町だと思いますか。
　①農業しやすい町（４名）　②農業しづらい町（０名）　③わからない（２名）
　★理由　いろいろな補助もあり、いいと思う。
■ これからもずっと高根沢町に住み続けようと思いますか。
　①思う（6名）　②思わない（０名）　③わからない（0名）
　★理由　農業を営んでいるから。　住みやすいから。
■ その他ご意見を自由に記入してください。
　・今回答えた内容が、「一年間でどれだけ達成した」の報告があると嬉しい。
　・高齢化により、田んぼの土地利用が心配です。
　・これからも定期的に開催してください。本日はありがとうございました。提言・要望全文

町へ 提言・要望 しました 参加者(若手農業者)へのアンケート結果 ※一部抜粋
＜6名回答＞
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実
行
委
員
長
を
さ
れ
た

感
想
は
？

　
　
前
年
の
夏
か
ら
月
１
回

の
会
議
を
も
ち
ま
し
た
が
、

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
併

用
は
、
思
う
よ
う
に
意
見
が

ま
と
ま
ら
ず
苦
労
し
ま
し
た
。

で
も
生
涯
学
習
課
の
方
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
実
行
委
員
同
士

の
団
結
で
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
実
行
委
員
を
希
望
し
た

き
っ
か
け
は
？

　
　
阿
久
津
中
学
校
で
生
徒

会
活
動
を
し
た
経
験
が
あ
り
、

二
十
歳
に
な
っ
た
時
に
ぜ
ひ

実
行
委
員
長
を
や
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
二
十
歳
の
集
い
の
テ
ー

マ
を
「
飛
躍
郷
愁
」
と
し
た

理
由
は
？

　
　
こ
の
式
典
に
集
っ
た
皆

さ
ん
が
、
将
来
に
向
け
て
羽

ば
た
い
て
欲
し
い
と
い
う
こ

と
と
、
こ
れ
か
ら
の
長
い
人

生
の
中
で
、
ど
こ
に
い
た
と

し
て
も
、
こ
の
式
典
が
故
郷

を
思
い
出
す
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
、
と
の
思
い
か
ら
「
飛

躍
郷
愁
」
と
い
う
言
葉
を
選

び
ま
し
た
。

　
　
今
後
の
目
標
や
夢
は
？

　
　
私
は
今
ま
で
た
く
さ
ん

の
方
た
ち
か
ら
多
く
の
恩
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
恩
を
忘
れ
な
い
と
い
う
こ

と
は
人
間
と
し
て
と
て
も
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
恩
を
、
自
ら
行

動
し
て
い
く
こ
と
で
お
返
し

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
た
く
さ
ん
の
人
に
笑

顔
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
最
後
に
、
高
根
沢
町
は

ど
の
よ
う
な
町
に
な
る
と
よ

い
と
思
い
ま
す
か
？

　
　
将
来
に
わ
た
っ
て
、
子

供
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
に
な
る
と
よ
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
高
根
沢
町
と

沖
縄
と
の
交
流
が
も
っ
と
深

ま
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

～
取
材
を
終
え
て
～

　
明
る
く
と
て
も
パ
ワ
フ
ル

な
遠
藤
さ
ん
に
圧
倒
さ
れ
た

感
じ
で
し
た
。

　
未
来
に
向
か
っ
て
夢
を
語

る
様
子
は
、
希
望
に
あ
ふ
れ
、

新
た
な
社
会
を
創
っ
て
い
く

力
を
感
じ
ま
し
た
。（
野
口
）
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二
十
歳
の
集
い

社
会
貢
献
活
動

飛ひ

躍や
く

郷き
ょ
う

愁し
ゅ
う

報ほ
う

恩お
ん

謝し
ゃ

徳と
く

玉
城
沖
縄
県
知
事
と
と
も
に

   

実
行
委
員
長
と
し
て
挨
拶

Q

QQ

A

AA

A

マチイロHP

トチギ
イーブックスHP

広報誌が
スマホで
見れて便利
「マチイロ」＆
「栃木イーブックス」
を検索

編 

集 

後 

記

　
令
和
５
年
度
目
玉
事
業
や
、

若
手
農
業
者
と
の
カ
フ
ェ
・
ド
・

ギ
カ
イ
を
特
集
し
ま
し
た
。
ご

意
見
ご
感
想
な
ど
、
お
便
り
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
下
記
住
所
・
町
議
会
宛
て
）

QA

思いは遥か世界思いは遥か世界

にむかって！にむかって！

広報委員の突撃
インタビュー

あなたの声を町政に

∞プロフィール∞∞プロフィール∞

お 住 ま い　　光陽台お 住 ま い　　光陽台
進　学　先　　立命館大学経営学部　２年生進　学　先　　立命館大学経営学部　２年生
社 会 活 動　　栃木・沖縄交流促進会議　会長秘書社 会 活 動　　栃木・沖縄交流促進会議　会長秘書
趣　　　味　　読書　バスケットボール趣　　　味　　読書　バスケットボール
好きな言葉　 「報恩謝徳」好きな言葉　 「報恩謝徳」

　
令
和
５
年
１
月
３
日
、

　
令
和
５
年
１
月
３
日
、

町
民
ホ
ー
ル
で「
二
十
歳
の

町
民
ホ
ー
ル
で「
二
十
歳
の

集
い
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
い
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
、実
行
委
員
長
を
務

そ
の
際
、実
行
委
員
長
を
務

め
ら
れ
た
の
が
遠
藤
碧（
あ
お

め
ら
れ
た
の
が
遠
藤
碧（
あ
お

い
）さ
ん
で
す
。

い
）さ
ん
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、前
年
の
夏

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、前
年
の
夏

か
ら
仲
間
と
共
に
準
備
し
、見

か
ら
仲
間
と
共
に
準
備
し
、見

事
に
こ
の
式
典
を
成
功
さ
せ
た

事
に
こ
の
式
典
を
成
功
さ
せ
た

遠
藤
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

遠
藤
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
　
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
で
恩
返
し
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
か
？

　
　
沖
縄
の
宮
古
島
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
高
根
沢
町
の
寺
内

さ
ん
が
、
沖
縄
と
栃
木
と
を

結
ぶ
交
流
活
動
を
し
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
今
は
そ
の
交

流
促
進
会
議
の
会
長
秘
書
を

し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
元
気
あ
っ

ぷ
む
ら
で
沖
縄
物
産
展
を
開

い
た
り
、
宮
古
島
や
沖
縄
本

島
で
水
産
加
工
や
ヤ
ギ
農
園

で
の
作
業
な
ど
で
、
地
元
の

方
た
ち
と
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

を
通
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

Q

Q

A

遠遠
え んえ ん

  藤藤
ど うど う

　  　  碧碧
あおいあおい

さんさん


